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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  配線が腐食して配線の隣接ショートが生じる
ことがない高品質の液晶表示装置を提供する。
【解決手段】  走査線側の接続用配線Ｇ２及びデータ線
側の接続用配線Ｄ２は、シール材４０８の内側の位置す
るように配設されている。



(2) 特開２００２－２７７８９０

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数の走査配線及びデータ配線がマトリ
ックス状に構成され、各交差点に画素が形成され、対向
する一対の基板間に液晶が介在されるとともに、一対の
基板の周囲に配されて液晶を封止するシール材が配され
てなる液晶表示装置において、
走査配線の終端側に配され検査用の走査信号を供給する
走査側の検査用配線と、データ配線の終端側に配され検
査用のデータ信号を供給するデータ線側の検査用配線
と、走査配線の終端側と走査線側の検査用配線とを接続
する走査線側の接続用配線と、データ配線の終端側とデ
ータ線側の検査用配線とを接続する走査線側の接続用配
線とを備え、走査線側の接続用配線及びデータ線側の接
続用配線は、これらの配線の上にＳｉＮｘ(窒化膜)やＴ
ｉ或いはＴａによる保護膜が形成されるか、又は、ＩＴ
Ｏ（Indium Tin Oxide）で構成されることを特徴とする
液晶表示装置。
【請求項２】  複数の走査配線及びデータ配線がマトリ
ックス状に構成され、各交差点に画素が形成され、対向
する一対の基板間に液晶が介在されるとともに、一対の
基板の周囲に液晶を封止するシール材が配されてなる液
晶表示装置において、
走査配線の終端側に配され検査用の走査信号を供給する
走査側の検査用配線と、データ配線の終端側に配され検
査用のデータ信号を供給するデータ線側の検査用配線
と、走査配線の終端側と走査線側の検査用配線とを接続
する走査線側の接続用配線と、データ配線の終端側とデ
ータ線側の検査用配線とを接続する走査線側の接続用配
線とを備え、走査線側の接続用配線及びデータ線側の接
続用配線は、シール材で囲まれた部分より内側に配設さ
れていることを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【発明の属する技術分野】
【０００１】本発明は、液晶表示装置に関し、特に、液
晶パネルを検査する場合の配線の構造に関する。
【０００２】
【従来の技術】現在使用されている代表的なアクティブ
マトリックス型の液晶表示装置は、ガラス等からなる透
明基板上にマトリックス状に配列された複数の透明な画
素電極と、画素電極にそれぞれ接続された薄膜トランジ
スタからなるアクティブ素子（以下、ＴＦＴと呼ぶ）が
設けられた液晶表示パネルとして構成されている。すな
わち、一対の基板の一方のアレイ基板には、走査線であ
るゲート線電極、ゲート絶縁膜、半導体膜、信号線であ
るソース線電極及びドレイン線電極等を順次積層するこ
とにより、ＴＦＴとゲート線及びソース線のアドレス配
線がマトリックス状に形成され、他方の基板である対向
基板には、対向基板側の電極とカラーフィルタなどが形
成されている。上記ガラス基板の透明な画素電極は、Ｉ
ＴＯ（Indium Tin Oxide）からなる。これらの両基板
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は、パネル組み立て工程（セル組み立て工程とも呼ばれ
る）で両基板間に挿入される樹脂製のスペーサと、両基
板の周縁部に塗布されるシール材と、このシール材の外
側に塗布される導電ペーストを介して貼り合わせられ、
液晶モジュール組み立て工程で半導体素子（ドライバＩ
Ｃ）との電気的接続がなされて、液晶表示装置となる
が、半導体素子をモジュール実装する前にも液晶表示パ
ネルの駆動状態を検査する。このため、液晶表示パネル
を実装する前に、ショート及び輝点等の表示パネルの不
良を検出できる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記従
来の液晶表示装置では、図４に示すように、終端の走査
線側の接続用配線１０３及びデータ線側の接続用配線１
０４は、画素電極の材料であるＡｌ（アルミニウム）若
しくはＡｌの合金が用いられている。しかも、その配線
自身がシール材１０８の外側にむき出し状態に配線され
ているために、配線が腐食して、配線の隣接ショートが
生じるという課題があった。配線の隣接ショートが生じ
ると、輝点等の表示パネルの表示不良となる。なお、走
査線側の検査用配線及びデータ線側の検査用配線は、防
食金属で形成され、検査後切り離されるので問題はな
い。
【０００４】そこで、本発明の目的は、配線が腐食して
配線の隣接ショートが生じることがない高品質の液晶表
示装置を提供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
に、本発明の請求項１記載の液晶表示装置は、複数の走
査配線及びデータ配線がマトリックス状に構成され、各
交差点に画素が形成され、対向する一対の基板間に液晶
が介在されるとともに、一対の基板の周囲に配されて液
晶を封止するシール材が配されてなる液晶表示装置にお
いて、走査配線の終端側に配され検査用の走査信号を供
給する走査側の検査用配線と、データ配線の終端側に配
され検査用のデータ信号を供給するデータ線側の検査用
配線と、走査配線の終端側と走査線側の検査用配線とを
接続する走査線側の接続用配線と、データ配線の終端側
とデータ線側の検査用配線とを接続する走査線側の接続
用配線とを備え、走査線側の接続用配線及びデータ線側
の接続用配線は、これらの配線の上にＳｉＮｘ(窒化膜)
やＴｉ或いはＴａによる保護膜が形成されるか、又は、
ＩＴＯ（Indium Tin Oxide）で構成されることを特徴と
する。ここで、Ｔｉ或いはＴａによる保護膜としては、
Ｔｉ／Ａｌの二層構造、Ｔｉ/Ａｌ/Ｔｉの三層構造、又
は、Ｔａ/Ａｌの二層構造、Ｔａ/Ａｌ/Ｔａの三層構造
で構成されることが好ましい。また、上記Ａｌ（アルミ
ニウム）に代えてＡｇ（銀）でも良い。なお、Ｔｉ/Ａ
ｌの二層構造等の表記は、前者（Ｔｉ）が後者（Ａｌ）
の上層であるものとして使用する。
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【０００６】この発明によれば、走査線側の接続用配線
及びデータ線側の接続用配線は、ＳｉＮｘ(窒化膜)やＴ
ｉ或いはＴａによる保護膜が形成されるか、又は、ＩＴ
Ｏ（Indium Tin Oxide）で構成されることから、これら
の配線を従来と同様、シール材の外側に配設した場合で
も、配線が腐食して配線の隣接ショートが生じることが
ない。
【０００７】本発明の請求項２記載の液晶表示装置は、
複数の走査配線及びデータ配線がマトリックス状に構成
され、各交差点に画素が形成され、対向する一対の基板
間に液晶が介在されるとともに、一対の基板の周囲に液
晶を封止するシール材が配されてなる液晶表示装置にお
いて、走査配線の終端側に配され検査用の走査信号を供
給する走査側の検査用配線と、データ配線の終端側に配
され検査用のデータ信号を供給するデータ線側の検査用
配線と、走査配線の終端側と走査線側の検査用配線とを
接続する走査線側の接続用配線と、データ配線の終端側
とデータ線側の検査用配線とを接続する走査線側の接続
用配線とを備え、走査線側の接続用配線及びデータ線側
の接続用配線は、シール材で囲まれた部分より内側に配
設されていることを特徴とする。ここで、シール材で囲
まれた部分より内側とは、シール材と画素との間のみな
らず、シール材の下も含まれる。
【０００８】この発明によれば、上記各配線がシール材
で囲まれた部分より内側に配されることから、従来のよ
うにシール材の外側に配されることによる腐食による隣
接ショートが生じることがない。したがって、従来と同
様Ａｌ（アルミニウム）若しくはＡｌの合金が用いられ
ても良い。
【０００９】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態につい
て、図面を参照しながら説明する。
【００１０】（第１の実施の形態）第１の実施形態はア
クティブマトリクス型液晶表示装置に本発明を適用した
もので、図１は、その回路図で、図２は断面図である。
図１において、３０１は走査配線、３０２はデータ配
線、３０３は終端の検査用走査信号を印加する配線、３
０４は終端の検査用データ信号を印加する配線、Ｇ１は
走査配線３０１と終端の検査用走査信号を印加する配線
３０３を接続する走査線側の接続用配線、Ｄ１はデータ
配線３０２と終端の検査用データ信号を印加する配線３
０４を接続するデータ線側の接続用配線、３０５はアク
ティブ素子であるＴＦＴ(Thin  Film  Transistor)、３
０６は蓄積容量、３０７は液晶層、３０８は一対の基板
２０１ａ，２０１ｂの周囲に配されて液晶３０７を封止
するシール材を示す。なお、本実施の形態のアクティブ
マトリクス型液晶表示装置は、反射型の液晶表示装置で
ある。反射型液晶表示装置は、太陽光や照明光等の外光
だけを利用して表示するバックライトを必要としない液
晶表示装置であり、携帯電話、ＰＨＳ、ＰＤＡ（携帯情
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報端末）等に使用されている。
【００１１】このような反射型の液晶表示装置は、次の
ような製造方法で製造される。図２において、まず、ガ
ラスや石英などの透明基板２０１上に、例えばＡｌ(ア
ルミニウム)のスパッタリング、フォトリソグラフィ
ー、エッチングにより走査線(ゲート)配線２０２として
形成する。次にゲート絶縁膜２０３として、例えばプラ
ズマＣＶＤ法によりＳｉＮｘ(窒化膜)、ついで半導体層
３０５としてａ－Ｓｉ（アモルファスシリコン)を連続
的に堆積する。次にスパッタ法により例えばＴｉ(チタ
ン)を堆積し、フォトリソグラフィー、エッチングによ
り信号線(ドレイン)電極及びソース配線２０５を形成す
る。その上には、層間絶縁膜２０６として例えば感光性
のアクリル系透明性樹脂が３μｍ程度の膜厚で形成す
る。層間絶縁膜２０６には、開口部(コンタクトホール)
を設ける。この後例えばＡｌのスパッタリング、フォト
リソグラフィー、エッチングにより画素電極２０６とし
て形成する。このとき、層間絶縁膜２０６の開口部を介
して画素電極２０７とドレイン電極２０５が電気的に接
続される。この後、画素電極２０７上に配向膜を焼成
し、ガラス基板２０１ａ上に透明電極とブラックマトリ
クスを併せ持つカラーフィルタ２０８が形成された対向
基板２０１ｂに同じく配向膜を焼成し、これの基板２０
１ａ，２０１ｂの間に液晶３０７を封入してシール材３
０８を介して貼り合わせる。上記ガラス基板の透明な画
素電極２０７は、ＩＴＯ（Indium Tin Oxide）からな
る。
【００１２】そして、図１において、走査線側の接続用
配線Ｇ１及び走査線側の接続用配線Ｄ１を２．０ａｔ％
（アトミック：原子量）のＴａ（タンタル）を含有した
Ａｌ（アルミニウム）の合金で構成した。さらに、走査
線側の接続用配線Ｇ１とデータ線側の接続用配線Ｄ１上
にＳｉＮｘ(窒化膜)やＴｉ（チタン）或いはＴａ（タン
タル）による保護膜を形成した。また、ＩＴＯ（Indium
 Tin Oxide）で構成した。なお、従来例と同様、走査線
側の接続用配線Ｇ１及び走査線側の接続用配線Ｄ１は、
シール材３０８の外側に配設されている。図１の回路構
成により、液晶表示パネルを実装する前に、ショート及
び輝点等の表示パネルの不良を検出できるが、走査線側
の接続用配線Ｇ１及びデータ線側の接続用配線Ｄ１での
腐食による隣接ショートによる欠陥がなくなり、液晶表
示パネルの歩留まりが６０％から９３％に向上した。な
お、走査線側の検査用配線３０３及びデータ線側の検査
用配線３０４は、防食金属で形成され、検査後切り離さ
れるので問題はない。
【００１３】ここで、上記保護膜は、ＳｉＮｘ(窒化膜)
やＴｉ或いはＴａによる保護膜と、例えば、Ｔｉ/Ａｌ
の二層構造若しくはＴｉ/Ａｌ/Ｔｉの三層構造、又は、
Ｔａ/Ａｌの二層構造若しくはＴａ/Ａｌ/Ｔａの三層構
造で構成された場合も同様の効果が得られた。また、上
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記Ａｌ（アルミニウム）に代えてＡｇ（銀）でも良い。
なお、Ｔｉ/Ａｌの二層構造等の表記は、前者（Ｔｉ）
が後者（Ａｌ）の上層であるものとして使用する。
【００１４】（第２の実施の形態）第２の実施形態はア
クティブマトリクス型液晶表示装置に本発明を適用した
もので、図３は、その回路図で、図２は断面図である。
図３において、４０１は走査配線、４０２はデータ配
線、４０３は終端の検査用走査信号を印加する検査用配
線、４０４は終端の検査用データ信号を印加する検査用
配線、Ｇ２は、走査配線４０１と終端の検査用走査信号
を印加する配線３０３を接続する走査線側の接続用配
線、Ｄ２は、データ配線４０２と終端の検査用データ信
号を印加する配線４０４を接続するデータ線側の接続用
配線、４０５はアクティブ素子であるＴＦＴ(Thin  Fil
m  Transistor)、４０６は蓄積容量、４０７は液晶層、
４０８は一対の基板の周囲に配されて液晶を封止するシ
ール材を示す。図２において、２０１はガラス基板、２
０２は走査配線、２０３はゲート絶縁膜、３０５は半導
体層、２０５は信号配線及びドレイン電極、２０６は層
間絶縁膜、２０７は画素電極、２０８はカラーフィルタ
である。
【００１５】本実施の形態の製造方法は、第１の実施の
形態と同様である。図３の回路構成により、液晶表示パ
ネルを実装する前に、ショート及び輝点等の表示パネル
の不良を検出できる。ここで、図３において、走査線側
の接続用配線及び走査線側の接続用配線を１．８ａｔ
（アトミック：原子量）％のＴａを含有したＡｌの合金
で構成した。さらに、走査線側の接続用配線及び走査線
側の接続用配線をシール材４０８の内側、すなわち液晶
中に配設した。この結果、走査線側の接続用配線Ｇ２及
び走査線側の接続用配線Ｄ２での腐食による隣接ショー
トによる欠陥がなくなり、液晶表示パネルの歩留まりが
６０％から９５％に向上した。すなわち、シール材４０
８の内側、つまりシール材４０８と画素（或いは画素電
極）２０７との間は、液晶が配されることから、従来の
ように外部空気に晒さられることがない。このため、走
査線側の接続用配線Ｇ２及び走査線側の接続用配線Ｄ２
とは、従来と同様、Ａｌ（アルミニウム）若しくはＡｌ
の合金が用いられるものでも良い。しかし、第１の実施
例のように、Ｔｉ/Ａｌの二層構造若しくはＴｉ/Ａｌ/
Ｔｉの三層構造、又は、Ｔａ/Ａｌの二層構造若しくは
Ｔａ/Ａｌ/Ｔａの三層構造で構成されたものでも良い。
また、ＩＴＯで構成された場合も同様の効果が得られ
た。
【００１６】以上、第１及び第２の本実施の形態ではア
クティブマトリックス型液晶表示装置を用いて説明した*
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*が、本発明は単純マトリックス型液晶表示装置にも適用
可能である。
【００１７】
【発明の効果】  本発明の請求項１記載の液晶表示装置
は、走査線側の接続用配線及びデータ線側の接続用配線
がＳｉＮｘ(窒化膜)やＴｉ或いはＴａによる保護膜が形
成されるか、又は、ＩＴＯ（Indium Tin Oxide）で構成
されることから、これらの配線を従来と同様、シール材
の外側に配設した場合でも、配線が腐食して配線の隣接
ショートが生じることがない。したがって、輝点等の表
示パネルの表示不良とならない高品質の液晶表示装置を
提供することが可能となる。
【００１８】本発明の請求項２記載の液晶表示装置は、
走査線側の接続用配線及びデータ線側の接続用配線がシ
ール材で囲まれた部分より内側の位置するように配設さ
れていることから、従来のＡｌ若しくはＡｌの合金を用
いても、配線の隣接間ショートが生じることがない。し
たがって、輝点等の表示パネルの表示不良とならない高
品質の液晶表示装置を提供することが可能となる。
【００１９】
【図面の簡単な説明】
【図１】第１の実施の形態における液晶表示装置の回路
図である。
【図２】上記液晶表示装置の断面図である。
【図３】第２の実施の形態における液晶表示装置の回路
図である。
【図４】従来の液晶表示装置の回路図である。
【符号の説明】
２０１ａ，２０１ｂ  ガラス基板
２０２          走査(ゲート)配線
２０３          ゲート絶縁膜
２０５          データ(信号)配線及びドレイン電極
２０６          層間絶縁膜
２０７          画素電極
２０８          カラーフィルタ
３０１，４０１  走査配線
３０２，４０２  データ配線
３０３，４０３  走査線側の検査用配線
３０４，４０４  データ線側の検査用配線
３０５，４０５  アクティブ素子（ＴＦＴ）
３０６，４０６  蓄積容量
３０７，４０７  液晶層
３０８，４０８  シール材
Ｄ１，Ｄ２      走査線側の接続用配線
Ｇ１，Ｇ２      走査線側の接続用配線
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